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時代を映す『ロミオーとジエリエー

'卜

』の上演
佐々木 隆 (武蔵野学院大学‐1大学院教授)

一ツ
‐ェ・イ
タ
ス
ゼ
ア
が
い
ま
だ
に
世

界
中‐一
一
‐‐持‐‐一
″
て
，
か
ら一
、
権

定
の―‐
宗
・教
‐‐や
民
族
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

大
仰
な
話
で
は
な
い
普
遍
的
な
テ
ー

マ
を
扱
う
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
で

し
よ
う
か
。
演
劇
か
ら
バ
レ
エ
い
オ
ペ

・ス
一
映
画
い
音
楽
、
絵

‐
画
■
で
翻
案

が
生
〓
れ
て
●
ま
す
が
、
な
か
で
も

一
‐ロミ
オ
と
ジ
ュ
■
ニ
ツ
ト
』が
圧
倒
櫛

に
多
い
。日
本
で
の
上
演
も
「ハ
ム
シ
ッ

ト
』に
次
い
で
多
い
悲
劇
で
す
。

一
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
悲
劇
に
は
ヽ

登
場
人
物
の
性
格
が
悲
劇
を
起
こ
す

″性
格
悲
劇
気

運
命
が
引
き
起
こ
す

ク
運
命
悲
劇
″
の
２
種
類
あ
り
ま
す
。

『ロ
ミ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
』
に
は
こ
の

２
つ
の
要
素
が
あ
る
の
が
、
面
白
い
。

出
会
い
は
運
命
的
で
す
が
い
そ
の
先

の
行
動
は
性
格
に
よ
る
も
の
。
こ
れ

は
、
い
つ
の
世
も
同
じ
で
す
ょ
ね
■
・

障
害
が
あ
る
か
ら
盛
り
上
が
る
と
い

う
の
も
■
…
「
そ
う
考
え
る
と
、
ど

こ
で
も
起
こ
り
う
る
話
で
、
対
立
構

造
も
身
分
や
環
境
の
差
な
ど
に
置
き

換
え
ら
れ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
や

文
化
的
背
景
、
時
を
超
え
て
上
演
さ

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
つヽ
。
　
　
　
　
　
．

日
本
人
に
よ
る
同
作
品
の
初
上
演

は
、
明
治
３７
年
の
小
山
内
薫
翻
案
『ロ

メ
オ
・
ェ
ン
ド

・
ジ
ェ
リ
エ
ツ
ト
』。

日
本
に
お
け
る
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
作

品
上
演
の
な
か
で
は
そ
こ
ま
で
早
く

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
明
治
中
期
ご
ろ

か
ら
誕
生
し
た
自
由
恋
愛
や
″新
ｔ
い

女
性
像
″０
考
え
方
の
影
響
も‐‐あ
つ
て

上
演
■
至
った
の
か
も
し
‐れ一
一一
一
ｒ

明
治
Ｌ
住
ヶ
シ
エ
在
舛
一^
〓
ア
作

品
は
、舞
台
を
日
本
に
移
す
な
ど
′群

案
物
″
と
し
て
、
歌
舞
伎
や
新
派
、

新
劇
で
上
演
さ
れ
ま
し
た
が
一
翻
訳

本
の
充
実
と
と
も
に
翻
訳
上
演
へ
と

移
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
ヽ
狂
言

や
能
な
ど
伝
統
芸
能
に
取
り
入
れ
た

り
、
演
出
家
・
蟻
川
幸
雄
氏
の
■
本

人
と
し
て
の
視
点
か
ら
捉
え
た
舞
治

な
ど
、
時
代
と
と
も
に
新
し
い
動
き

が
誕
生
し
て
き
ま
し
た
。
『ロ
ミ
オ
と

ジ
■
リ
エ
ッ
ト
』
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
化

も
そ
の
１
つ
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
一

そ
し
て
こ
こ
数
年
、
同
作
品
の
上

演
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
興
味
深
い
。

お
金
へ
の
意
識
が
芽
生
え
た
明
治
期
い

『ヴ
ェ
ニ
ス
の
商
人
』
が
い
ち
早
ぐ
上
・

演
さ
れ
た
よ
う
に
、
恋
愛
観
の
変
化

な
ど
時
代
が
影
響
し
て
い
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
行
動
の
突
飛
さ
．な

‐ど
が

現
代
の
若
い
世
代
と
重
な
り
ヽ
む
ｔ

ろ
い
ま
こ
の
時
代
に
こ
そ
合
っ
た
作

品
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
ｏ　
　
　
・

ハ
ム
レ
ッ
‐卜の―言
葉
■
「横
劇
鷲
自‐

然
を
映
す
舞
」と
が
，
ま
す
‐が―，
私

は
そ
れ
を
「演
劇
は
時
代
を
映
す
鏡
」

と
解
釈
し
て
い
ま
す
。
ウ
エ
イ
ク
ス

ピ
ア
は
、
い
つ
も
時
代
と
と
も
に
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
　
　
　
（談
）

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
●
さ
さ
き
一
た
が
し

１
９
６
０
年
生
ま
れ
。
授
集

業
。
ツ
年
、
同
大
学
院
人
文
科
学
研
究
■
英
■
学
専
政
修
士
課
程

修
了
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
日
本
へ
の
受
容
■
を
研
究
し
、
き
ま
ざ

ま
な
書
書
、
共
著
を
上
梓
。
現
在
、
武
蔵
野
学
院
大
学
，大
学
院

籍

、

時を超え|て魅7する、恋愛悲劇の最高傑作
1"5年前後に初演されたといわれるヽ ウイリアム・シェイクスピアの『ロミオとジュリエット』。

以来400年にわたり受け継がれ、世界各地で上演、さまざまな翻案が生まれた。

その魅力を、日本における受容史を研究する佐 木々隆教授に聞き、作品世界に追る。

| ‐                   資料提供:佐 木々 隆(武蔵野学院大学・大学院教授:
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